
学校支援活動：清水小：クラブ活動「おもしろ科学（第 1 回/全４回）」 

                                  2025‐11‐11 学校支援 Gr 

１．日時：２０２５‐11‐11（火）14：00～15：30 

２．学校：清水小「おもしろ科学（第 1 回/全４回）」田辺先生 

   4 年：男子７名 女子１名（１名欠） 

   ５年：  ２名 女子１名 

6 年：  １名       合計１２名（１名欠） 

テーマ：①浮沈子 

    ②マグナスカップ                ①浮沈子    ②マグナスカップ 

３．活動内容： 

（１）「おもしろ科学」は９０分授業のため４５分づつ①浮沈子②マグナスカップと２テーマを実施した。 

（２）浮沈子：（あ）浮力（い）流体の圧力を掲げ、アルキメデスの原理とパスカルの原理を解説した。 

       浮力は空のペットボトルを水中に押し込むには力がいること、水を充てんしたペットボトル 

       重さ５００g をばねばかりで計測し、水に入れると浮いて小勝が減ることを児童に実験させた。 

       真水と塩水では浮力に差が生じることを、３、４％の塩水（海水と同濃度）を作らせて 

       実験確認させた。 

       ペットボトルに浮沈子を入れて、外圧を加えると沈むことを実験させた。浮沈子の水量の調整が 

難しかったようだ。 

 

 

 

 

 

 ペットボトルの重さは   浮沈子への水の注入    何度もやって大変    ペットボトルを加圧 

 ばねばかりで計測                               浮沈子が沈んだ！！ 

 田辺先生                               

（３）マグナスカップ：二つの紙コップを連結する。これに輪ゴム３本（直列）で回転力を与え飛翔させる。 

     見事ホップしながら飛翔すれば大成功！！フラフープの輪くぐりは児童も先生も楽しんで戴けた。 

 

 

 

 

 

 

模範演技（左上方を飛翔中）   工作指導 

 

                               

                              ４．支援者：理科クラブ員 9 名                                 

牛頭、佐藤、瀧田、 

    工作指導                             

 

    ２連のフラフープを見事通過！！ 


